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人 口 調 べ

( 昭和51年3月1日現在)

世　 帯　　　　　　　199, 330

男　　　　　　　　311, 431

女　　　　　　　　303, 234

計　　　　　　　　614, 665

( 前月より117 人 増)

緑
地
・
樹
木
の
実
態
調
査
ま
と
ま
る

ま
だ
ま
だ
少
な
い
樹
木

緑
化
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

都
市
化
の
進
行
に
伴
い
、
樹
木
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
樹
木
の
緑
は
、

私
た
ち
に
や
す
ら
き
や
う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
空
気
を
浄
化
す
る
な
ど
生
活
に

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
区
内
の
緑
の
実
態
に
つ
い
て
正

確
な
賢
料
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
樹
木
・
緑
地
に
つ
い
て
、
昨
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ

ど
、
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

樹
木
に
つ
い
て
は
、
直
径
二
〇
㌢
㍍

以
上
を
対
象
に
調
べ
ま
し
た
。
総
数
は

一
万
八
千
五
百
七
本
。
区
内
を
十
五
の

区
画
に
分
け
て
、
面
積
一
〇
C

』
当
り

の
本
数
と
、
人
口
一
万
人
当
り
の
本
数

と
を
あ
わ
せ
て
表
し
た
の
が
上
図

で

す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
西
新
井
・
江
北

地
区
は
緑
と
人
口
と
の
つ
り
あ
い
が
と

れ
て
い
ま
す
が
、
千
住
地
区
は
緑
の
割

に
人
口
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

区
内
の
樹
木
数
は

約
1
2
4万
本

区
内
の
全
樹
木
数
は
約
百
二
十
四
万

本
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
直
径
二
〇

㌢
以
上
の
も
の
は
I
・
四
%
に
過
ぎ
ま

せ
ん
「
。
直
径
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
、

本

数

は

加

速
度

的

に
少

な

く
な

っ
て

い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
区
内
で
一
番
大
き

い
木
は
興
野
神
社
イ
チ
ョ
ウ
で
、
直

径
は
一
二
八
㌢
あ
り
ま
す
(
写
真
)
。

直
径
三
〇
㌢
以
上
の
木
の
面
積
当
り

の
本
数
を
、
他
の
区
と
比
較
す
る
と
、

下
の
グ
ラ
フ
に
な
り
ま
す
。
足
立
区
は

他
の
区
と
比
較
す
る
と
、
樹
木
が
ず
っ

と
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

木
の
種
類
は
、
半
分
近
く
を
ヶ
ヤ
キ

と
ス
ダ
ジ
イ
(
シ
イ
ノ
キ
)
で
占
め
、

残
り
を
ヤ
ナ
ギ
ー
エ
ノ
キ
ー
イ
チ
'
ウ

ー
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
な
ど
で
占
め
て
い
ま

す
。
ヶ
ヤ
キ
ー
ス
ダ
ジ
イ
は
、
シ
ラ
カ

シ
な
ど
と
と
も
に
、
東
京
近
辺
に
昔
か

ら
多
く
あ
る
木
で
す
。

樹木の状況( 総数、面積・人口当り)

待
た
れ
る

舎
人
森
林
公
園

さ
ら
に
、
木
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
蕕

林
"
と
し
て
調
べ
ま
し
た
。

こ
こ
で
い
う
樹
林
と
は
、
本
当
の
意
味

で
の
森
や
林
で
な
く
、
あ
る
程
度
木
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
さ
し
て
い

ま
す
。
面
嘖
三
〇
〇
平
方
㍍
以
上
の
樹

林
は
全
部
で
百
六
十
五
か
所
、
約
二
五

万
平
方
㍍
あ
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
屋

敷
林
が
百
二
十
八
か
所
、
約
一
七
万
平

方
㍍
、社
寺
林
が
三
十
五
か
所
、約
七
万

平
方
㍍
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

樹
木
の
多
い
文
京
・
目
黒
区
な
ど
は

う
っ
そ
う
と
木
の
繁
る
大
き
な
公
園
が

あ
り
ま
す
が
、
足
立
区
に
も
舎
人
の
森

林
公
園
が
完
成
す
れ
ば
、
一
段
と
緑
が

ふ
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

緑
で
お
お
わ
れ
て
い

る
の
は
全
体
の
1
8
%

緑
で
お
お
わ
れ
た
部
分
の
面
積
の
割

合
を
示
し
た
も
の
を
緑
被
率
と
い
い
、

環
境
の
良
し
悪
し
を
示
す
指
標
と
な
り

ま
す
。
足
立
区
は
、
樹
木
に
お
お
わ
れ

た
面
積
が
四
・
三
%
、
草
に
お
お
わ
れ

た
面
積
が
一
三
・
七
%
で
す
。
他
の
区

と
比
較
す
る
と
樹
木
の
少
な
い
と
こ
ろ

を
、
草
地
で
補
な
っ
て
い
る
よ
う
な
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。

緑
化
計
画
を
作
成
中

区
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
基
本
に

し
て
、現
在
緑
化
計
画
を
作
成
中
で
す
。

足
立
区
に
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
多
く
の

家
が
建
つ
と
予
想

さ

れ
ま

す
。
宅
地
開
発
す
る
際
に
は

で
き
る
だ
け
緑
を
残
し
、
ま

た
、
緑
を
増
や
す
こ
と
か
必

要
で
す
。
こ
れ
は
、
区
民
の

み
な
さ
ん
の
力
を
借
り
な
け

れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

区
で
も
、
公
園
を
つ
く
っ

た
り
、
学
校
や
街
餡
に
木
を

植
え
た
り
し
て
、
緑
化
に
男

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
苗
木

の
即
疣
会
を
年
間
六
会
場
で

鬩
催
し
た
り
、
四
十
九
年
三

月
に
栽
培
を
委
託
し
た
サ
ツ

キ
ー
ツ
ツ
ジ
ー
イ
ヌ
ツ
ゲ
な

ど
の
苗
木
約
一
万
二
千
本
を

秋
に
配
付
す
る
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
ぜ

ひ
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

区
役
所
緑
化
係
へ
ど
う
ぞ
。

各区の樹木数比較( l k● あたり、直径30e, 以上)

非常ベルや

老人福祉電話などを
―〝ひとりぐらし老人〟の方ヘ―

現
代
の
よ
う
に
生
活
環
境
の
変
化
が

激
し
い
と
き
、
老
人
が
ひ
と
り
で
生
活

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
な
か
な
か

む
づ
か
し
い
こ
と
で
す
。

と
り
わ
け
次
の
よ
う
な
情
況
に
あ
る

場
合
は
、
一
層
き
び
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

○
傷
病
や
老
す
い
な
ど
の
た
め
に
、
日

常
生
凪
に
支
障
が
あ
る

○
近
隣
と
の
交
流
が
少
な
く
、
孤
独
感

が
強
い

○
絶
え
ず
不
安
な
思
い
が
す
る

区
で
は
、
家
族
が
全
く
い
な
い
か
、

い
て
も
遠
く
離
れ
て

生
活
し
て
い
る

「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
」
を
重
点
に
し

て

、
区
独
自
の
施
策
の
他
に
、
都
や
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
次
の
よ
う
な
福

祉
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
に
な
る
方
が
事
業
の
主
旨
を
御

理
解
の
う
え
、
必
要
な
と
き
に
、
利
用

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
家
事
の
援
助

傷
病
や
老
す
い
な
ど
の
た
め
に
、
日

常
生
活
に
支
障
が
あ
る
と
き

(
1
)
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

低
所
得
世
帯
の
方
を
対
象
に
、
週
一

ノ
ニ
回
程
度
身
の
回
り
そ
の
他
の
お
世

話
を
す
る
人
を
派
遣
し
ま
す
。

(
2
)
家
事
援
助
者
の
雇
用
費
助
成

比
較
的
所
得
の
少
な
い
世
帯
の
方
を

対
象
に
、
家
事
援
助
者
(
民
間
の
家
政

婦
紹
介
所
に
登
録
者
)
の
雇
用
費
を
週

一
日
、
月
四
日
の
割
合
で
全
額
助
成
し

ま
す
。

▽
孤
独
感
の

解
消
を
は
か
る

家
族
か
い
な
い
か
、
い
て
も
遠
く
離

れ
て
生
活
し
て
い
る
低
所
得
の
方
で
、

近
隣
と
の
交
流
が
少
な
い
と
き

(
1
)
老
人
福
祉
電
話

剛
I
話
の
貸
与

区
長
名
儀
の
電
話
を
貸
与
す
る
と
と

も
に
、
毎
月
の
利
用
料
金
(
通
話
料
は

月
六
十
通
話
を
限
度
)
を
区
で
負
担
し

ま
す
。

剛
利
用
料
金
の
助
成

す
で
に
個
人
名
儀
で
電
話
を
持
っ
て

い
る
方
で
、
前
記
m
の
対
象
者
と
同
様

な
状
態
に
あ
る
と
き
、
毎
月
の
利
用
料

金
を
助
成
し
ま
す
。

(
2
)
友
愛
訪
問
事
業

孤
独
感
の
解
消
と
事
故
防
止
今
は
か

る
た
め
、
友
愛
訪
問
員
が
週
E
日
程
度

訪
閧
し
て
お
話
し
相
手
に
な
り
ま
す
。

▽
緊
急
事
態
に
備
え
る

(
1
)
非
常
ベ
ル
の
取
付
け

急
病
や
思
わ
ぬ
事
故
・
災
害
が
発
生

し
た
と
弌
近
隣
の
方
に
急
を
知
ら
せ

応
援
を
求
め
る
た
め
の
ベ
ル
を
取
付
け

ま
す
。

▽
そ
の
他

自
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
事

情
に
あ
る
時
、
施
設
へ
の
入
所
手
続
き

や
入
所
に
伴
う
相
談
啻
つ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
こ
ろ
へ

非
常
ペ
ル
の
取
付
、家
事
援
助
者
の

履
用
費
助
成
、老
人
福
祉
穹
詆
、友
愛

訪
問
の
こ
と
は
…
区
役
所
老
人
助
成
係

老
人
家
庭
奉
仕
員
　
施
設
入
所
の
こ

と
は
…
…
…
…
各
福
祉
事
務
所

区
役
所
の
組
織
を

一
部
改
正

慢
性
気
管
支
炎
な
ど
の
公
害
病
疾

病
に
か
か
っ
て
い
る
方
の
認
定
や
補

償
給
付
の
た
め
に
、
衛
生
部
巣
務
課

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
区
民
部
区
民
踝
に
交
通
事
故

相
諛
係
が
で
き
ま
し
た
。

春の交通安全運動始まる

4月6日～15日

「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
が
四
月
六
日
か
ら

十
五
日
ま
で
全
国
一
斉
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
四
十
九
年
と
五
十
年
を
比
較

す
る
と
、
事
故
件
数
か
一
千
七
百
五
十
七
件
か

ら
一
千
八
百
七
十
八
件
、
死
膓
者
が
二
千
二
百

三
十
九
件
か
ら
二
千
三
百
五
十
七
件
と
、
と
も

に
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
四
月
は
、
気

候
が
よ
く
な
り
子
ど
も
た
ら
が
外
で
遊
ぶ
機
会

が
増
え
ま
す
し
、
新
入
学
児
童
も
誕
生
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
一
・
二
月
に
比
べ
る
と
、
四
月
は

子
ど
も
が
交
通
事
故
に
巻
き
こ
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。

交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
あ
た
た

も
交
通
安
全
運
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
び
出
す
な

車
の
あ
と
に
ま
た
車

危
な
い
と
　
子
を
し
か
る
よ
り

手
を
引
こ
う

運
転
が
示
す

あ
な
た
の
お
人
柄

足
立
交
通
事
故
相
談
所
(
東
京
交
通
安
全
協

会
)
は
、
十
年
に
わ
た
り
相
談
業
務
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
か
、
こ
の
た
ぴ
三
月
末
で
閉
所
し

ま
し
た
。

な
お
、
交
通
事
故
相
談
業
務
は
、
区
が
犇
犇

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

4月 のセンター・児童館・老人館だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
―
七
一
皀

■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
塞
-
四
月
十
六
日
(
金
)
午
前
九
時
…
教
材

費
千
円
　
■
絵
讖
教
室
丿
四
月
卜
七
日
(
土
)
午
後
一
時
　
■
木
目
込

人
形
と
押
絵
一
四
月
十
九
日
(
月
)
午
後
一
時
…
教
材
費
二
千
円
か
ら

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
八
九
-
四
六
六
一

■
老
人
健
康
相
談
-
四
月
十
三
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

無
料

■
老
人
慰
安
浪
曲
大
会
―
四
月
二
十
五
日
(
日
)
午
後
一
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
九
七
―
五
〇
一
六

■
父
と
子
の
七
宝
焼
1
四
月
十
一
日
(
日
)
午
前
九
時
　
■
老
人
健

康
相
談
-
四
月
十
三
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
児
重
映
画
会
-

四
月
十
七
日
(
土
)
午
後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
八
一
〒
二
七
六
五

■
民
謡
教
室
―
四
月
八
日
・
十
五
日
(
木
)
午
後
一
時
　
■
老
人
健

康
相
談
i
四
月
十
三
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
踊
り
の
教
室
1

四
月
十
四
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
　
■
老
人
囲
碁
大
会
-
四

月
二
十
日
(
火
)
午
前
十
時
三
十
分

先
着
四
十
名

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
　

八
九
七
上
(
九
四
八

■
ギ
タ
ー
グ
ル
ー
プ
金
員
募
集
―
小
学
五
年
生
～
中
学
生
…
申
込
み

は
六
日
(
火
)
か
ら
　
■
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
金
員
募
集
―
小
学
二

年
生
～
(
年
生
1
申
込
み
は
六
日
(
火
)
か
ら

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　

九
匸
T
三
四
已

■
老
人
書
道
ク
ラ
ブ
ー
四
月
八
日
(
木
)
午
前
十
時
　
■
老
人
茶
道
教

室
―
四
月
八
日
(
木
)
午
前
十
時
　
■
新
入
生
歓
迎
会
-
四
月
十
一
日

(
日
)
午
後
二
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
八
八
二
-
匸
一
元

■
老
人
民
謡
教
室
-
四
月
八
日
(
木
)
午
後
一
時
　
■
生
花
教
室
会
員

募
集
1
定
員
二
十
名
…
申
込
み
は
六
日
(
火
)
か
ら

□
本
木
東
児
童
館
　
　
　
　
　
　

八
九
四
上
二
〇
〇
五

■
紙
芝
居
-
毎
週
火
曜
日
午
後
三
時
三
十
分
　
■
紙
工
作
一
四
月
十

日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
…
定
員
二
十
五
名
　
■
父
母
映
画
会
-

四
月
十
六
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　

八
五
〇
-
八
八
〇
一

■
ギ
タ
ー
教
室
会
員
募
築
―
定
員
五
十
名
　
四
月
十
七
日
～
八
月
二

十
八
日
毎
週
土
曜
日
延
二
十
間
　
午
後
六
時
～
八
時
対
象
二
般

ほ
民
　
申
込
み
は
七
日
(
水
)
か
ら

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

八
五
C
-二
六
一
七

■
手
芸
教
室
一
四
月
八
日
(
木
)
午
後
二
時
…
材
料
費
五
百
円
　
■
子

ど
も
会
議
1
四
月
十
日
(
土
)
午
後
三
時
　
■
ギ
タ
ー
教
室
会
員
募
集

〔
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各
施
般
の
事
務
室
へ

〕

□
区
民
健
康
ま
つ
り

日
時
―
四
月
1
一
日
(
日
)
午
前
十
時
～
午
後
四
時
　
場
所
1
教
育

セ
ン
タ
ー
　
内
容
ふ
健
康
相
談
、無
料
検
査
な
ど
　
主
催
―
足
立
区

医
療
六
団
体
(
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
鍼
灸
マ
し
サ

ー
ジ
師
会
・
柔
道
復
師
会
・
助
産
婦
会
)
　
問
い
合
わ
せ
先
―
足
立

区
歯
科
医
師
会
　
八
八
二
1
七
三
三
七
か
ま
た
は
、
区
役
所
衛
生
部

管
理
課
へ
。

■ 区役所(教育委員会を含む) 882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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必
ず
お
受
け
く
だ
さ
い

定
期
予
防
接
種
・
犬
の
登
録
な
ど

春
の
定
期
予
防
接
種

春
の
定
期
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。
骸
当
す
る
方
は
も
よ
り

の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
種
痘
の
接
種
は
行
な
い
ま
せ

ん
。

■
予
防
接
種
の
種
類
と
対
象
者

◎
小
児
ま
ひ
生
ワ
ク
チ
ン
ー
剛
}
回
目

・・・
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和

五
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
　

咄
二
回
目
・・・
昭
和
四
十
九

年
十
一
月
}
日
か
ら
昭
和
五
十
年
一
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

(
3
)
そ
の
他
…
昭
和
四
十
九
年
十
月
三

十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
二

回
目
の
接
租
が
す
ん
で
い
な
い
方

◎
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
(
破
慯
風
)

混
合
第
二
期
〈
一
回
式
〉

(
1
)
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

昭
和
四
十
九
年
四
月
三
十
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
第
一
期
(
三
回
式
)

完
了
の
方
　
叨
満
二
歳
以
上
で
第
一

期
(
三
回
式
)
は
完
了
し
、
第
二
期

を
都
合
に
よ
り
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
■
持
参
す
る
も
の

予
防
接
種
記
録
票
、
問
診
禀
、
母
子

健
康
手
帳

■
ご
注
意

○
会
場
心
学
校
の
場
合
は
「上
ぱ
き
」

を
ご
持
裴
く
だ
さ
い
。

○
教
室
内
の
も
の
に
手
を
ふ
れ
た
り
、

授
業
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

骸
当
す
る
方
に
は
、
実
施
月
日
・
会

楊
、
お
よ
ぴ
注
意
な
ど
を
掲
載
し
て
あ

る

石

知
ら
せ

と
接
種
の
記
録
票
な

ど
を
同
封
し
た
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
よ
く
お
確
め
の
う
え
都
合
の

よ
い
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
保
健
所
(
　
(

四
〇
一
五
一
四
一
)
、
千
住
保
健
所
(
　
(
(
(
1

四
二
七
七
)

、
区
役
所
予
防

係
へ
ど
う
ぞ
。

犬
の
登
録
と

予
防
接
種

次
の
よ
う
に
、
犬
の
登
録
と
予
防
注

射
を
実
施
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合
は
、(
)

内
の
振
謦
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
時
間
は
、
千
住
保
健
所

管
内
が
午
前
十
時
～
正
午
、
足
立
保
健

所
管
内
は
午
後
一
時
三
十
分
丈
二
時
三

十
分
で
す
。

◎
日
時
・
会
場

〈
千
住
保
健
所
管
内
〉

▼
4
/
1
2
(
月
)
東
和
保
健
相
談
所
、
膺

徳
寺
、
第
四
出
張
所
(
4
/
1
9
)
　
▼
4
/
1
3
(

火
)
柳
野
稲
荷

、
柳
原
神
社
、
第

二
十
出
張
所
(
4
/
2
0
)
　

▼
4
/
1
4
(

水
)
第
十
二
出
張
所
、
千
住
神
社
、
第

十
三
出
張
所
(
4
/
2
1
)
　

▼
4
/
1
5
(

木
)
大
川
町
公
園
、
第
十
八
出
張
所
、

北
鹿
浜
交
通
公
園
(
4
/
2
2
)
　

▼
4
/
1
6
(

含

東
綾
瀬
出
張
所
、
区
役
所

仲
町
分
室
(
4
/
2
3
)

〈足
立
保
健
所
管
内
〉

▼
4
/
1
2
(
月
)
第
十
七
出
張
所
　
第

十
四
出
張
所
(
4
/
2
6
)
　

▼
4
/
1
3
　
(

火
)
第
十
七
出
張
所
分
室

東
栗
原

出
張
所
(
4
/
2
7
)
　

▼
4
/
1
4
(
水
)

花
畑
出
張
所

第
十
五
出
張
所
(
4
/
2
8
)
　

▼
4
/
1
5
(
木
)
第
十
九
出
張

所
　
つ
り
堀
伊
興
園
(
4
/
3
0
)
　

▼
4
/
1
6
(

金
)
第
十
六
出
張
所
　
西
新

井
大
師
門
前
(
5
/
6
)
　

▼
4
/
1
9
　
(

月
)
西
保
木
間
氷
川
神
社

第
二
庁

舎
(
5
/
7
)
　

▼
4
/
2
0
(
火
)
第

六
出
張
所
　
関
原
(
幡
神
社
(
5
/
1
0
)

▼
4
/
2
1
(
水
)
梅
田
赤
不
動
　
本
木

西
町
氷
川
神
社
(
5
/
1
1
)
　

▼
4
/
2
2
(

木
)
興
野
町
公
民
館
　
鳥
根
鷲
神

社
(
5
/
1
9
一
)
　
▼
4
/
2
3
(
金
)
足

立
保
健
所
(
5
/
1
3
)

◎
登
録
料
三
百
円
　
注
射
手
数
料
六
百

四
十
円
　
注
射
済
票
六
十
円

く
わ
し
く
は
、
足
立
保
健
所
・
千
生

保
健
所
・
区
役
所
衛
生
係
へ
ど
う
ぞ
。

風
疹
に
ご
注
意
を

児
童
を
中
心
に
風
疹
が
流
行
し
て
い

ま
す
。
成
人
の
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
抗
体
(
免
疫
)
を
持
っ
て
い
ま

す
の
で
、
か
か
る
確
率
は
そ
れ
ほ
ど
、

高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
妊
娠
初
期
の
方
が
風
彦
に

か
か
る
と
異
常
児
出
生
の
可
能
性
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

な
お
、
抗
体
が
あ
る
か
ど
う
か
ご
心

配
の
方
は
区
内
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。区
内
の
医
師
を
通
し
て
、足
立
区

医
師
会
で
抗
体
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
千
住
保
健
所
(
　
(
(
(

一

四
二
七
七
)
、
足
立
保
健
所
(
　
(

四
〇
-
五
一
四
一
)
区
役
所
衛
生
部

予
防
係
へ
ど
う
ぞ
。

積
極
的
に
ご
参
加
を

～
春
の
講
座
案
内
な
ど
～

成
人
学
校

受
講
生
募
集

期
間
　
五
月
十
二
日
～
(
月
十
(
日
ま

で
の
毎
週
水
・
金
昭
日
(
延
べ
十
二

日
間
)
午
後
六
時
か
ら

場
所
　
区
青
年
館

科
目
　
料
理
科
…
手
軽
な
お
菓
子

茶
道
科
…
初
歩
の
作
法

定
員
　
各
科
と
も
四
十
名
(
定
員
を
越

え
た
場
合
は
抽
せ
ん
)

対
象
　
区
内
に
在
住
、
在
勤
の
方

受
講
料
　
無
料
(
た
だ
し
、教
材
費
は

実
費
負
担
。約
二
千
円
程
度
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

往
復
(

ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、職
業
、

連
絡
先
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

教
育
委
艮
会
文
化
係
(
千
住
仲
町
五

一
(
)
へ
ど
う
ぞ
。
四
月
十
日
の
消
印

ま
で
有
効
。

申
請
青
年
教
室

申
請
青
年
教
室
は
、
青
年
の
多
様
な

学
習
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
申
請
に
よ

っ
て
開
設
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象
-
区
内
に
在
住
、
在
勤
の
青
年
で

構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
団
体
を
作
ろ
う
と
す
る
青
年

の
グ
ル
ー
プ

構
成
人
員
　
十
五
名
か
ら
五
十
名

開
設
期
間
　
五
月
～
十
一
月
を
通
じ
て

七
日
間

学
習
内
容
　
団
体
の
希
望
す
る
内
容

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会

青
少
年
係

あ
だ
ち
日
曜
教
室

こ
の
教
室
は
、
区
内
の
中
学
校
(
心

身
障
害
学
級
)
を
卒
業
し
た
方
の
た
め

に
開
か
れ
る
も
の
で
す
。

期
間
　
昭
和
五
十
一
年
五
月
九
日
～
昭

和
五
十
二
年
二
月
十
三
日
の
毎
回
第

二
日
昭
日
(
計
十
回
)

時
間
　
毎
回
午
前
十
時
～
午
後
三
時
三

十
分

会
場
　
区
青
年
黔

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会

青
少
缶
係

少
年
鼓
笛
隊
・

合
唱
団
貝
募
集

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日

現
在
区
内
に
在
住
の
小
学
校
四
年
生

募
集
人
員
　
鼓
笛
隊
八
十
名
、
合
唱
団

六
十
名

練
習
堤
所
　
鼓
笛
隊
…
梅
鳥
啝
千
寿

小
　
合
唱
団
…
五
反
野
小
、千
寿
第

三
小

練
習
日
時
　
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時
～

四
時
(
た
だ
し
、
春
、
夏
、
冬
休
み

期
間
は
休
み
ま
す
)

申
込
方
法
　
加
入
申
請
書
(
各
学
校
・

子
ど
も
会
に
あ
り
ま
す
)

に
記

入

し
、
学
校
長
の
承
認
を
得
て
教
育
委

員
会
青
少
年
係
へ

申
込
締
切
　
四
月
十
七
日
(
占

※
応
募
者
が
予
定
人
員
を
越
え
た
場
合

は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募

結
果
な
ど
は
直
接
本
人
あ
て
に
通
知
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
貝
会
青
少
年

係
婦
人
学
級
を
募
集

家
庭
生
活
を
は
じ
め
、
婦
人
の
生
活

に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
グ
ル

ー
プ
で
勉
強
し
合
う
、
「
婦
人
学
級
」

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
学
習
の
内
容
は
、
申
請
グ
ル

ー
プ
で
決
め
て
い
た
だ
き
、
学
習
時
間

は
、
一
日
二
時
間
程
度
で

、
延
べ
十
回

で
す
。

開
設
期
間
　
五
月
末
～
七
月
ま
で
(
一

学
級
)
　

九
月
～
十
二
月
ま
で
(
二

学
級
)

申
請
期
限
　
四
月
二
十
日
(
火
)

開
設
場
所
　
区
青
年
館
、ま
た
は
公
共

施
設

申
込
資
格
　
学
習
に
参
加
で
き
る
人
数

が
十
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
(
地
域
グ

ル
ー
プ
・
P
T
A

グ
ル
ー

プ
・
開
設

婦
人
学
級
終
了
者
を
中
心
と
し
た
自

主
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
他
婦
人
学
習
グ

ル
ー
プ
)

※
一
学
級
は

、
五
十
名
以
内
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
文
化
係

へ
ど
う
ぞ
。

使用料・手数料が改定に

なりました
～施設や各種証明など～

区では、昨今の物価上昇などにより施設の管理連営

背や廾-ビス提供に要する諸経眥が増大し、区民の皆

さんに公平な負担をしていただくため、4月1日から

使用料、手数料を次のように改定しました。K民の皆

さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

各種手数料の改訂料金

施 設 の 改 定 使 用 料

心身障害者の方へ

家事援助者を派遣
心
身
障
害
者
を

か
か
え
て
い
る
世

帯
に
、区
で
は
、

身
の
回
り
の
世
話

な
ど
を
す
る
家
事

援
助
者
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
世

帯
(
1
)
重
度
の
精
神
薄

弱

、
ま
た
は
二
級

以
上
の
身
体
障
害

者
が
い
て

、
日
常
生
活
に
介
護
を
心

要
と
す
る
世
帯

(
2
)
中
度
以
上
の
精
神
薄
弱
、あ
る
い
は

二
級
以
上
の
身
体
障
害
者
、
ま
た
は

そ
の
方
を
介
護
す
る
家
族
が
疾
病
な

ど
で
、
そ
の
世
帯
の
日
常
生
活
が
苓

し
く
妨
げ
ら
れ
る
世
帯

※
た
だ
し
、福
祉
事
務
所
か
ら
家
庭
奉

仕
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
サ
ー
ビ
ス
は
…

食
事
、
洗
た
く
、
掃
除
、
身
の
回
り

の
世
話
な
ど
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の

手
帳

受
付
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
二

階
援
護
係
へ
ど
う
ぞ
。

タ
バ
コ
は

区
内
で

買
い
ま
し
よ
う

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
部
落
③

東
京
都
に
は
現
在
、
同
和
地
区
出

身
者
が
、
約
四
十
万
人
い
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

同
和
地
区
に
つ
い
て
は
、
明
治
四

年
解
放
令
が
出
さ
れ
た
当
時
の
記
録

に
よ
る
と
、
東
京
都
周
辺
に
は
二
百

三
十
余
地
区
が
存
配
し
、
明
治
時
代

に
な
っ
て
移
転
さ
せ
ら
れ
、そ
の
後
、

関
東
大
震
災
や
戦
災
後
の
曵
興
で
混

住
が
進
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
戦
後
の
急
速
な
都
市
化

は
、
混
住
竺

段
七
促
進
し
、
は
っ

き
り
と
ら
え
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

し
か
し
、
麼
史
的
に
み
て
、
行
政

的
な
差
別
地
域
が
股
け
ら
れ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め
今
で

も
、
生
活
環
境
が
低
位
に
置
か
れ
て

い
る
地
域
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
で
は
、
混
住
か
著

し
い
う
え
に
、
大
都
市
住
民
特
有
の

意
識
傾
向
と
し
て
、
自
己
に
直
接
関

係
の
な
い
も
の
に
対
し
て
は
、
極
端

に
無
関

心
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て

、
同
和
問
題
心
潜
在
化
し
て
い
ま

す
が
、
決
し
て
差
別
問
題
が
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
い
く
つ

か
を
ご
紹
介
し
ま
し

き
つ
。

(
東
京
都
教
育
委
員
会
編
集
資
料

か
ら
)

◎
同
和
行
政
に
つ
い
て
は

区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

◎
差
別
に
か
か
わ
る
生
活
な
ど
の
問

題
に
つ
い
て
は

(
五
〇
-
七
七
六
九

ス ポ ー ツ 教 室
掲
示
板

■
愛
の
献
血
を

〈
四
月
の
献
血
日
程
〉

九
日
(
金
)
区
役
所
本
庁
舎

十
四
日
(
水
)
西
新
井
駅
西
口

二
十
日
(
火
)
竹
の
塚
駅
東
口

時
間
は

、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

■
親
と
子
の

体
操
教
室

開
催
期
間
お
よ
び
時
間
　
第
一
期
・・・

五
月
七
日
～
七
月
三
十
日
・
第
二

期
・・・
九
月
三
日
～
十
一
月
二
十
六

日
・
第
三
期
…
昭
和
丘
十
二
年
三

月
四
日
上
二
月
二
十
五
日
の
毎
週

金
曜
日
(
合
計
三
十
回
)
A

組
…

午
前
十
時
～
午
前
十
時
五
十
分
B

組
…
午
前
十
一
時
～
午
前
十
一

時
乱
十
分

会
場
　
区
体
育
館

対
象
　
A

組
・・・
昭
昭
四
十
七
年
四
月

二
日
～
昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十

日
ま
で
に
出
生
し
た
幼
児
と
そ
の

親
B

組
…
昭
和
四
十
七
年
十
月

二
日
～
昭
和
四
十
(
年
四
月
一
日

ま
で
に
出
生
し
た
幼
児
と
そ
の
親
(

各
(
十
五
組
)

講
師
　
炭
野
美
恵
子
、
窪
内
絹
子
、

渡
辺
法
子
氏

受
講
料
　
無
料
(
た
だ
し
、
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
料
一
人
三
百
円
)

申
込
先
　
保
険
料
六
百
円
を
忝
え
て

直
接
教
育
委
貝
会
体
育
課
へ

■
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ

ー
を
派
遣
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
た
い
か
指
導
者

が
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
も

つ
団
体
や
ク
ラ
ブ
の
方
々
は
教
育
委

員
会
で
派
遣
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ー
リ
ー

ダ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

種
目
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
会
場
・
日

時
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
二
週
間
以

上
前
に
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

■
区
民
軟
式

野
球
大
会

日
時
　
五
月
二
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
(

雨
天
順
延
)

場
所
　
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド
、
五
反

野
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格
　
区
内
在
住
、
在
動
の
十

・
(歳
以
上
で
編
成
さ
れ
、
教
育
委

鍼
会
に
登
録
し
て
あ
る
ア
マ
チ
ュ

ア
チ
ー
ム

募
集
数
　
百
ニ
ナ
(
チ
ー
ム

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
(
体
育
課
に

あ
り
ま
す
)
に
配
入
の
う
え
四
月

十
二
日
(
月
)
午
後
五
時
ま
で
体

育
課
へ

■
豚
肉
と
魚
の

安
売
り
デ
ー

区
で
は
、
消
費
者
対
策
の
一
環
と

し
て
啄
肉
と
魚
の
安
売
り
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
豚
肉
は
、
毎
月
第
二
・

四
土
曜
日
で
す
。
魚
は
第
三
金
曜
日

で
す
。

豚
肉
　
四
月
十
日
(
土
)

※
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
肉
屋
さ
ん

で
販
売
し
ま
す
。

鮮
魚
　
四
月
十
六
日
(
金
)

今
月
は
「す
る
め
い
か
」と
[
か

ま
ぽ
こ
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
青
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
魚
屋
さ
ん

で
販
売
し
ま
す
。

■
区
民
芸
能
大
会

出
場
者
募
集

日
時
　
五
月
二
十
九
日
(
土
)
午
前

十
時
～
午
後
五
時

会
場
　
文
化
会
館

募
集
部
門
　
踊
り
の
部
・
歌
の
部
あ

わ
せ
て
八
十
組
(
多
数
の
場
合
は

抽
せ
ん
)

申
込
締
切
　
四
月
十
二
日
(
月
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
経

済
課
内
足
立
区
観
光
協
会
へ
、
郵

便
切
手
五
十
円
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
区
役
所
経
済
課
お

よ
ぴ
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

行
政
相
談
日
が
、毎
月
第
二

木
曜
日
か
ら
第
二
金
曜
日
に
変

わ
り
ま
し
た
。く
わ
し
く
は
、

区
役
所
相
駁
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
防
犯
灯
寄
付
・
補

助
申
請
を
受
付
中

防
犯
灯
寄
付
申
請
、お
よ
ひ
防
犯

灯
・
商
店
街
終
夜
残
置
灯
の
補
助
金

算
定
基
礎
敏
値
の
届
出
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
度
中
に
増
設
、
廃
灯

に
よ
る
灯
敕
の
増
減
が
あ
っ
た
町

会
、自
冶
会
、商
店
会
は
受
付
期
間
中

に
申
請
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
-
四
月
十
五
臼
(
木
)

提
出
類
-
申
蹐
書
、設
置
図
面
、

電
気
料
金
の
領
収
一

提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
-
区
役

所
第
二
庁
舎
街
路
照
明
係
　
　

八
(

九
-
六
一
六
一
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